
 

 

 

倫 理 審 査 委 員 会 議 事 録 

 

日  時   令和６年７月２６日（金）１４時００分～１５時１５分 

 

場  所   第１研修室 

 

出 席 者   横地委員長（副院長）、陳副委員長（診療部長）、花森委員（事務部長） 

重野委員（看護部長）、花満委員（薬剤科長）、西川委員（医療安全管理係長） 

木谷委員（庶務班長）、大畑委員（専門職） 

 

                          事務局及び書記（庶務班長） 

 

議  題  下記について、申請者より説明を行い、委員による審議を行った。 

 

１．重症心身障碍児（者）に対するメラ唾液持続吸引チューブ設置位置の検討 

                       （申請者：１階病棟 看護師 吉村 かんな） 

 判定結果：条件付承認 

               患者１人に対する実施期間を明記すること 

               「個人への利益」を再検討すること 

 

      ２．尿道バルーンカテーテルのテンションを保つための固定法に関する検討 

       （第２報） 

                    （申請者：２階病棟 看護師 橋爪 奈緒子） 

         判定結果：条件付承認 

               説明同意文書をつけること 

                

 

      ３．看護師の標準予防行動に対する看護プロトコールの有用性 

                    （申請者：３階病棟 看護師 豊原 大也） 

         判定結果：条件付承認 

               ４つの処置のうち「検温・吸引」「吸引・ 

経管栄養」を選定するに至った根拠を示す 

               こと 

 

 

 

 



 

 

 

      ４．神経難病患者の便秘に対する腸のタッピング法に後腸領域を揺らすマッ 

        サージを付加する方法の検討 

    （申請者：４階病棟 看護師 石多 杏香） 

         判定結果：条件付承認 

               方法の表現を再検討すること 

                

 

      以上 


